
ひぐらし読書ノート 

（指導用） 

 

1. 図書館のつかい方（３年生）         ２ 

2. 図書館のつかい方（４年生）       ３ 

3. 本のラベル               ４ 

4. 本をさがそう              ５ 

5. 国語じてん               ６ 

6. 漢字じてん               ７ 

7. 百科じてん               ８ 

8. 図かん                 １0 

9. 図かんでさがそう            11 

10. 調べるためのワークシート        12 

   

   

   

   

   



《図書館のつかい方 3年生》 

  

 

 

＜ねらい＞ 〇ひぐらし小の図書館の使い方と本の扱い方に注意し、ラベルを見て

本棚にもどす。 

 

＜活用のポイント＞ 〇学年初めにオリエンテーションを行う。 

〇図書館のマナーやルールを守り、本の扱い方に注意する。 

〇ラベルの上段は本の置いてある場所（同じ種類）を示し、中段は著

者の頭文字、下段は巻数を表すことを教える。 

〇ラベルと同じところに返さなければ、次に借りる人が本を探せな

い。多くの人に迷惑がかかることを理解させる。 

〇よく借りられる４類と９類にはどんな本が置いてあるかを調べさせ

る。 

 

＜学校司書の役割＞ 〇ラベルの見方や本の探し方を指導する。 

〇貸し出し手続きのやり方を指導する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇返す日を守ったり、本棚に自分で返したりする。 

 

 

  



《図書館のつかい方 ４年生》 

  

 

 

＜ねらい＞ 〇ひぐらし小の図書館の使い方を守り、分類の意味を知る。 

 

＜活用のポイント＞ 〇学年初めにオリエンテーションを行い、４年生として決まりを守り

図書館を使う。 

〇図書館内の見取り図で、本の配置を確認する。 

〇ラベルは数字と色で分類されていることを意識し、本を探したり返

したりできるように指導する。 

〇よく読んだり調べたりする本が、どんな分類番号なのかラベルを意

識させる。 

 

＜学校司書の役割＞ 〇ラベルの見方や本の探し方を指導する。 

〇貸し出し手続きのやり方を指導する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇本棚の外に出ている本を返したり、どんな本があったかを友達と教

え会う。 

 

 

 

  



《本のラベル》 

  

 

＜ねらい＞ 〇ラベルに書かれていることを理解し、自分で棚から本を持ってくる

ことができる。 

 

＜活用のポイント＞ ○本が豊富な図書館で行う。 

〇本の題名から何類にその本があるのかを知る。 

〇ラベル上段の分類番号は３けたになっていて、番号ひとつずつに意

味があることを教える。左の数字は本の内容を表す。中の数字はさ

らに細かく１０の仲間に分け、右の数字は中の数字をさらに１０の

仲間に分けていることを説明する。（詳しくは高学年） 

○調べ学習でよく使う４類を例にして、3ケタの数字はそれぞれどん

な種類が集まっているのかを調べてみる。 

〇分類記号の数字と同じ本を棚から探して、本の題名を調べ、どんな

仲間の本がそこにあるのか調べる。 

 

＜学校司書の役割＞ 〇ラベルの見方、分類方法を指導する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇読書ノート P.8の「本を探そう」のワークシートを使って、実際に

調べる。（次ページ参照） 

 

 



 

「本を探そう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① カードを選ぶ。 

② 選んだカードの調べることがらを書く 

③ 棚から本を選びその題名を書く。 

④ 背ラベルを書く。 

 

  

② 

③ 

 

 

④ 

 

 

① 

 

 



《国語じてん》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ねらい＞ 〇国語辞典の使い方を知り、分からない言葉や知りたい言葉を自分で

調べる。 

 

＜活用のポイント＞ 〇低学年時の「国語じてん」を想起し、どんな時使うのかを確認す

る。 

〇言葉の並び方（五十音、濁音、半濁音、のばす音、拗音、促音）を

知り、自分で探す。 

〇辞典にのっている言葉のかたちを知る。 

〇同じ音でも意味が違う言葉があることを知る。 

 

＜学校司書の役割＞ 〇一斉指導をするために同じ国語辞典を人数分用意する。（図書館に

ある『旺文社小学国語新辞典第４版ワイド版』使用） 

〇理解の難しい児童には個別に指導する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇他に同じ音で意味が違う言葉を探してみよう。 

〇いろいろな出版社の国語辞典で言葉の意味の表し方や使い方の違い

に気付かせる。 

 

  

 

 



《漢字じてん》 

 
 

 

＜ねらい＞ 〇漢字辞典ではいろいろな探し方があることを知り、読めない漢字や

知りたい漢字を自分で調べる。 

 

＜活用のポイント＞ 〇漢字辞典のしくみや使い方を知る。 

〇部首さくいん、音訓さくいん、総画さくいんで調べる。 

○音読み、訓読みを意識させる。 

 

＜学校司書の役割＞ 〇一斉指導をするために同じ国語辞典を人数分用意する。（図書館に

ある『三省堂例解小学漢字辞典第四版ワイド版』使用） 

〇理解の難しい児童には個別に指導する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇自分の名前など気になった漢字を調べてみる。 

 

 

 

 

 

 

 



《百科事典》 

    

  

  

 

＜ねらい＞ 〇百科事典のしくみやポプラディア百科事典の特長を知り、調べる本

の幅を広げる。 

 

＜活用のポイント＞ ○百科事典がそろっている図書館で行う。 

〇低学年の「百科じてん」を想起させ、調べ方を確認する。また、実

際に例題を解きながら調べ方を練習する。 

〇読書ノート P.18の読み取りを重視したワークシートを使い、必要な

文章や言葉を抜き出す。 

 

＜学校司書の役割＞ 〇各班にポプラディア百科事典１セットの本を用意する。 

〇百科辞典の使い方について指導する。 

〇理解の難しい児童には個別に指導する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇いろいろなことを百科事典で調べ、「調べカード」に記入してい

く。（次ページ参照） 

 

 

 

 



 

「調べカード」 

例 

項目 ひまわり 書名 総合百科事典ポプラディア 巻 ９ 

調べること わかったこと 

花の大きさ 直径１０～３０cmの黄色い花が咲く。 

 

種類 サンゴールド・フロリスタン・ヒマワリわい性品種など。 

 

花の咲く時期 ４月にまけば７～８月に咲く。 

 

日本にはいつ伝わってきたか 江戸時代に中国から伝わった。 

 

 

項目  書名  巻  

調べること わかったこと 

  

 

  

 

  

 

  

 

 

このカードは図書館にある。 

 



《図かん》 

  

 

＜ねらい＞ 〇図鑑の「もくじ」と「さくいん」を使って調べる。また、奥付の見

方を知り、調べたら本の題名、著者名、出版社名を書く習慣を付け

る。 

 

＜活用のポイント＞ ○本が豊富な図書館で行う。 

〇図鑑の種類や図鑑の構造を確認する。 

〇「もくじ」と「さくいん」を上手に使い、調べる時、早く正確に引

けるようにする。 

〇奥付はだいたいが本の後ろにあり、その本の内容、発行者（著者な

ど）、発行年（出版年）、発行所（出版社）などの情報が書かれてい

る。 

〇奥付を見る必要性を説明する。 

 

＜学校司書の役割＞ 〇人数分の図鑑を揃え、図鑑の使い方について指導する。 

〇理解の難しい児童には個別に指導する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇興味あるものを実際に調べて、奥付を見て書くようにする。 

〇著作権にも触れて指導する。 

○P.22～P.24の問題を解いてみる。 

  



《図鑑でさがそう》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ねらい＞ 〇図鑑の索引や目次の使い方が分かり、的確に早く調べることができ

る。 

 

＜活用のポイント＞ 〇前時で学習した「図鑑」の発展として、何種類かの問題で実際に図

鑑を使って調べる。 

 

＜学校司書の役割＞ 〇理解の難しい児童には個別に指導する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇調べたことを発表する。 

〇図鑑によって書かれていることが違う場合があることに気付かせ

る。 

 

 

 

  

 

 



《調べるためのワークシート》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ねらい＞ 〇いろいろな本を使って調べる。内容を的確に読み取り、使った本の

題名、著者名、出版社名も書く。 

 

＜活用のポイント＞ 〇「国語辞典」「百科事典」「図鑑」などいろいろな種類の本を使っ

て、例題のことを実際に調べる。 

〇調べた後は奥付を見て出典を明らかにする。 

○２冊以上の本で調べてみる。 

 

＜学校司書の役割＞ 〇理解の難しい児童には個別に指導する。 

 

＜発展的な活動＞ 〇調べたことを発表する。 

〇人の意見を聞き、自分が調べたこととの違いに気付かせる。 

 

 

 

 


